２０１０年５月

移住労働者と連帯する全国ネットワーク
第８回全国フォーラム
実行委員会参加の呼びかけ


　　　　　　　　　〒466-0815　名古屋市昭和区山手通５－３３－１





　杉浦医院４階　名古屋労災職業病研究会内





　　　　東海在日外国人支援ネットワーク






　　　代表　由　　井　　　　滋

「東海在日外国人支援ネットワーク」は２００９年３月に発足した、支援のゆるやかな連携をめざす民間団体の集まりです。現在、あるすの会、フィリピン人移住者センター（ＦＭＣ）、名古屋労災職業病研究会、ＮＰＯ交流ネット、のわみ相談所、虹の会、ATUサポート市民の会、かけこみ女性センターあいち、名古屋ふれあいユニオン、西尾ふれあいユニオン、名古屋NGOセンター、保見ヶ丘ラテンアメリカセンター、ユニオンみえなど、それぞれの分野で移住者との接点を持つ１３団体、個人が加盟しています。昨年は外国人労働者の相談に対応するためのセミナー（全５回）を開催するなど、加盟団体、個人の支援のスキルアップをはかりながら、ネットワークの拡大にも努めています。

　さて、当ネットワークは、東海地方をベースとした独立した団体ですが、標記の「移住労働者と連帯する全国ネットワーク（移住連）」とは、目指すものを一にすることから発足当初より協力関係にあります。この移住連は１９９６年、福岡で結成され、原則隔年、全国の移住労働者と支援者に呼びかけ全国フォーラムを開催してきました。第１回目の福岡以降、愛知（瀬戸市）、東京、大阪、福山、札幌、川崎、と回を重ね、来年２０１1年６月には、第８回全国フォーラムを再度愛知で開催することになりました。実行委員会方式をとり、東海在日外国人支援ネットワークにつながる支援団体のみならず、結集枠を広げて、当事者である移住者の人々、弁護士、行政書士、その他専門職の人々、さらに公的諸機関の窓口で日々移住者に対応している人々等々、移住者の現状に想いを寄せる諸団体、個人に参加を呼びかけます。
　一昨年のリーマンショックに端を発した世界的大不況の中で、派遣切等で真っ先に職を失った移住労働者たち、またその状況下でさらに隅に追いやられる異国日本でシングルマザーとして生きる移住女性たち。しかし、一方で、政府レベルでは移民の受入れ議論が活発化し、新しい管理体制が敷かれようとしています。移住者が住みにくい国は、日本人にとっても住みづらい国。一人でも多くの方の全国フォーラム実行委員会の結集で、是非、対話の機会を創りだしましょう。　
以上
移住労働者と連帯する全国ネットワーク

第８回全国フォーラム第１回実行委員会
開催のお知らせ
東海在日外国人支援ネットワークは、現在、移住連第８回全国フォーラム（2011年6月愛知開催予定）の日程および会場について調整をはかっており、実行委員会の発足を、２０１０年６月２６日（土）に予定しています。
　過去７回の全国フォーラムでは、開催時期の移住労働者をとりまく情勢に即して課題を掲げ、全員参加のもとでの基調講演・報告、また各分野別に議論をする分科会が持たれました。因みに、２００８年に川崎市で開催された第７回全国フォーラムでは、「出入国・在留管理」、「労働」、「難民」、「医療」、「教育」、「地域」、「移住女性のエンパワメント」、「研修生・実習生」、「在留特別許可」、「自治体の政策」など多岐にわたる分科会の後、領域を横断して外国人政策についての討議が行われました。
ここ東海地方は、全国屈指の外国人人口をかかえる地域です。１９８０年代よりあるすの会など民間の市民団体による地道な外国人救援活動があるものの、地域に根づいた外国人移住者とつながりあう運動は、昨年の東海在日外国人支援ネットワークの設立でやっと緒についたばかりです。来年の全国ネットワーク開催の取組みは、この地の外国人支援にあたる市民の力の見せどころです。また、東海ネットワークを大きく飛躍させるためにも一団となって知恵をしぼり、成功させましょう。すでに参加表明ずみの団体、個人の方、移住連や全国フォーラムについて、もっと詳しく知った上で、判断したいと思っている方、万障お繰り合わせの上、ご参加ください。

記
日　　時　：　２０１０年６月２６日（土）午後２時１０分より
場　　所　：　カトリック熱田教会働く人の家（下図の＋印）


　　　名古屋市熱田区伝馬二丁目２８－１４　（電話052-681-6488）


　　　地下鉄名城線伝馬町駅下車徒歩６分


参加費　：　無料
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